
 

 

 

 

 

 

 ネパールにおける「いのちの水」事業 

ネパールでは、近年の人口増加や生活様式の変化により、生活排水や汚水が直接河川や貯水池に流れ込

み、水質が著しく劣化しています。また、適切な下水や廃棄物の管理が行わず、本来市民の生命線であるバ

グマティ川流域や貯水池の環境汚染が懸念される中、特に 2015 年に発生した大地震以降は、ますます環境の悪

化が深刻になっています。国連ハビタットは、2013 年より「ネパールの水を守れ！」という特別キャンペーンを行い、

アクアサービス（株）の技術協力によりカトマンズ渓谷地域の貯水池や河川部の水質改善に取り組んでいます。 

        

   
   
現在実施している継続事業では、カトマンズ渓谷地域に加え、テライ地域における水質改善にも取り組みます。 

 
 
 
 
   

Special, 2018年 11月 

左上：カトマンズ市内の貯水池； 
右上：バイオ製剤アクアリフトを投入 
左下・右下：一年後の貯水池の様子 



ラオスにおける「いのちの水」事業 

国際ソロプチミストアメリカ日本南リジョン30周年記念「ラオスにおける女性のためのコミュニティ施設建設

事業」に並行して、国連ハビタットは「いのちの水」募金を通じ、（株）大建の技術協力により雨水を利用した

安全で安定した地下雨水施設を併設しました。 

 

 

 

 

お問い合わせ先 国連ハビタット福岡本部 
電話: (092) 724 - 7121 
ファックス: (092) 724 - 7124 
メール：habitat.fukuoka@un.org 
所在地：〒810-0001 福岡市中央区天神 1-1-1 アクロス福岡 8階 

ホームページ・ＳＮＳ等 
 
HP: http://www.fukuoka.unhabitat.org/ 
Facebook: https://goo.gl/xGlNOF 
Youtube: https://goo.gl/IzgTyQ 

  (Before) 

この施設により、雨季の間に水を貯め、乾季に備え

ることができます。また、女性や子どもたちの水汲

みの労力が大いに軽減されることになります。 

さらに、地下雨水施設の表土には、今後女性たちが

菜園を営むことも可能になります。 

 

(After) 


